
「江戸庶民の旅と歩行」講座 

9 月 5 日（金）、東洋大学の谷釜 尋徳（たに

がま ひろのり）教授を庄和南公民館にお招きして

「江戸庶民の旅と歩行」講座を開催しました。         

市民公開の講座として市民大学の卒業生と学

生及び一般市民を含め１００名以上の受講生

が、大雨の中集まりました。わかり易い映写内

容と説明により、受講者は味わい深く楽しい時

間を持ちました。 

市民大学２３期の飛鳥馬健次さんより講義の

感想を下記に投稿していただきました。是非、

読んで「江戸庶民の旅と歩行」を身近に感じてください。 

 

私は、昨年、自由課題で富士講（ふじこう）について調べました。今年は芭蕉の奥の細道

について調べています。いずれの場合も「旅」が重要な要素であります。しかし、旅の実態

はなかなかわかりませんでした。 

 

 

 

 

 

 

  

今日は谷釜先生の緻密な調査、研究のお話を伺い疑問の多くを解明することができました。

とりわけ次の点について学ばせていただきました。 

 

１日に３５Km くらい歩いたと

いうことは、春日部から都心まで

の距離である。 

それもお伊勢参りでは６０日以

上歩いたと言うのでかなりの負担

であったことが理解できました。 

７０枚のスライドを使っ

ての講義でした。 



 

６０日以上も仕事を休んで旅に

出られる人は相当なお金持ちでな

いと旅に出られないのではと思い

ました。先生の資料によれば１日

２万円位になるが、交通費をゼロ

とすれば、宿泊と食費でそれ位か

と納得しました。 

 

 

草鞋（わらじ）は私も竹皮、布

等で作りましたが、旅をするには

草鞋が丈夫で履きやすかったと言

う。当時の人の実感がまだよく理

解できませんでしたが、１足で１

日位しかもたなかったことはよく

理解できました。 

 

 

 

道を歩くマナーがあったのは、

日本人らしくよく理解できまし

た。江戸時代の旅も１５人位の団

体旅行が多かったということは、

今の日本人の旅姿と似ていてほほ

えましかった。 

 

 

 

 

 

本日は谷釜先生のお話から多くの

ことを学ばせていただきました。

今後の自由課題の研究に役立てた

いと思います。 

ありがとうございました。心か

らお礼申し上げます。 
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